
介

い
て
は
、
殊
に
第
二
編
段
莫
交
通
史
料
の
輯
録
に
於
て
其
感
を
深
か
ら
し

め
ら
れ
た
Q
重
書
は
飽
迄
著
書
で
あ
る
可
き
で
あ
っ
て
、
便
賞
酌
再
録
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
愚
考
さ
れ
る
。

　
然
し
私
の
本
書
に
封
ず
る
更
に
大
な
る
疑
問
は
、
歴
史
研
究
に
於
て

も
、
先
づ
爲
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
其
に
關
し
叙
述
論
究
せ
ら
れ
た
る
も

の
に
如
何
な
る
も
の
あ
り
ゃ
を
知
る
事
で
は
あ
っ
て
も
、
果
し
て
其
が
凡

て
壁
あ
ら
5
か
否
か
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
卑
見
に
依
れ
ば
、
其
は
要
す
る

に
腿
史
研
究
に
と
っ
て
も
一
つ
の
手
段
、
ツ
つ
の
不
可
端
的
一
件
で
は
あ

っ
て
も
、
決
し
て
終
局
の
目
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
第
一
縞
…
の
下
灘
に

依
て
も
窺
知
し
得
る
如
く
、
著
者
の
態
度
竜
亦
明
に
さ
5
と
拝
察
さ
れ
る

が
、
而
も
欝
若
干
の
疑
問
を
抱
か
し
め
る
程
に
、
三
者
最
大
の
努
力
は
、

日
英
交
通
史
に
關
聯
あ
る
も
の
は
細
大
洩
さ
ず
渉
撫
且
解
説
す
る
事
に
費

さ
れ
た
る
か
の
感
を
　
覚
え
し
め
る
の
で
あ
る
Q

　
然
し
以
上
は
、
決
し
て
太
書
の
虞
儂
を
損
ふ
も
の
で
は
な
く
、
「
，
史
學
雑

誌
」
第
四
十
入
編
第
九
號
の
小
野
氏
、
「
歴
史
學
研
究
し
第
七
巻
第
六
號
の

下
村
氏
等
の
本
書
に
…
封
ず
る
高
評
の
如
く
、
著
嚢
に
依
る
新
な
る
見
解
…
、

新
な
る
史
實
の
再
見
並
に
貴
重
な
る
諸
史
料
の
紹
介
等
は
、
碧
渚
の
撹
ま

ざ
る
研
鐙
の
輝
け
る
業
績
を
し
て
、
更
に
光
彩
を
放
た
し
め
る
竜
の
と
謂

ふ
可
き
で
あ
ら
う
。

　
題
し
て
「
臼
英
交
通
史
要
研
究
」
と
謂
ふ
Q
繭
も
其
は
初
期
の
其
に
全
力

を
傾
倒
せ
ら
れ
た
。
然
し
乍
ら
、
臼
莫
交
逓
の
貢
要
性
は
寧
ろ
、
十
九
世

紀
後
牟
、
脚
ち
幕
末
鵬
國
以
降
に
存
す
る
Q
灌
學
菲
才
を
顧
ざ
る
妄
許
を

謝
し
つ
」
、
著
者
の
釜
々
健
筆
と
其
鋭
き
研
究
の
眼
を
斯
る
分
野
に
も
及

舞
ご
十
二
巻
館
四
號
八
二

ぼ
さ
れ
、
吾
々
を
啓
蒙
指
導
せ
ら
れ
ん
黙
を
鍵
ん
で
已
ま
な
い
表
で
あ

る
。
（
内
外
出
版
贈
主
檬
角
逐
駐
獲
行
、
定
償
六
圓
五
拾
銭
）
〔
西
井
克
己
〕

○
英
國
乱
射
経
濟
史
　
封
建
靴
會矢

口
孝
次
郎
著

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
初
頭
に
か
け
て
競
紅
海
動
の
波
が
吾
園
に
竜
、
押

寄
せ
、
耽
曾
問
題
・
子
下
問
題
が
人
々
の
注
意
の
す
べ
て
を
占
め
た
時
、

吾
國
の
愛
學
思
想
も
ま
た
前
代
の
そ
れ
に
馴
し
て
一
の
韓
圓
を
完
成
し

た
。
大
正
中
期
の
所
謂
「
昂
揚
期
し
を
背
景
と
し
て
さ
か
え
た
「
文
化
史
離
・

涙
」
に
代
っ
て
、
い
は
ゆ
る
「
旧
盆
纏
旧
史
學
涙
に
が
そ
の
隆
盛
を
見
出
し

た
の
は
、
か
㌧
る
雰
園
田
の
中
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
既
の
時
以
來
、
種

々
の
総
噸
縄
濟
蕉
門
係
の
書
物
、
或
は
斯
く
の
如
き
蓑
題
を
冠
し
た
難
誌

や
叢
書
の
類
の
刊
行
が
一
の
流
行
と
な
っ
た
観
さ
へ
あ
り
、
從
っ
て
現
在

村山

ﾐ
を
學
ぶ
吾
々
に
毒
し
て
、
少
く
と
も
量
的
に
見
て
最
も
多
く
の
直
接

的
澱
蓬
が
此
の
方
面
に
於
い
て
残
さ
れ
て
み
る
課
で
あ
る
。
既
の
渡
淺
を

如
何
に
綴
厳
し
、
如
何
に
獲
賀
せ
し
め
る
か
は
、
專
ら
現
在
の
及
び
今
後

の
吾
々
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、

然
し
、
一
口
に
「
馳
藩
論
濟
史
」
と
云
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
蒐
別
さ
る
べ
き
二

つ
の
立
場
が
含
ま
れ
て
み
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
〇
一
は
、

勲
會
の
纏
濟
過
程
の
み
を
劉
象
と
す
る
云
ほ
“
部
．
分
史
的
立
場
で
あ
り
、

他
は
、
か
N
る
纏
煮
端
程
の
分
析
を
通
じ
て
當
該
耽
會
全
篇
の
構
造
的
聯

關…

�
c
握
し
、
之
に
よ
っ
て
各
時
代
に
閲
有
な
文
化
の
性
格
の
理
解
に
遽

ま
与
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
今
吾
々
が
こ
」
に
紹
介
し
や
う
と
す
る
、
騰
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西
大
墨
・
教
擾
矢
口
孝
次
郎
氏
の
近
著
山
畠
國
肚
曾
纏
濟
史
封
建
猷
愈
」
・
も
ま

た
、
後
者
の
如
き
立
場
に
於
い
て
蒋
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
街

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

頭
に
氾
濫
す
る
類
似
「
瀧
會
纏
濟
史
」
の
如
き
と
は
、
そ
の
質
を
異
に
す
る

釣
殿
的
な
し
か
も
良
心
的
な
論
蓮
た
る
を
失
は
な
い
Q

　
一
難
に
、
封
建
制
度
が
中
世
の
飛
會
秩
序
の
i
全
部
で
は
な
い
に
し

て
も
i
少
く
と
も
基
本
的
な
部
分
を
占
め
る
民
度
で
あ
る
以
上
、
そ
れ

は
種
々
の
側
．
面
か
ら
、
ま
た
種
々
の
角
度
に
於
い
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
併
し
特
に
封
建
綱
度
そ
れ
自
燈
に

空
し
て
提
出
さ
れ
う
べ
き
主
要
な
問
題
は
、
大
膿
次
の
如
き
形
に
要
約
さ

れ
る
こ
と
が
出
乾
る
で
あ
ら
う
。
　
、
封
建
制
度
の
本
質
Q
二
、
封
建
制

度
の
成
立
過
程
）
一
『
封
建
融
會
の
構
造
）
四
、
封
建
逆
乱
の
崩
壌
過
程
）

勿
論
、
本
書
の
取
扱
ふ
と
こ
ろ
も
、
か
玉
る
諸
問
題
の
範
園
を
出
で
る
も

の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
混
書
は
、
…
銀
な
る
概
説
書
と
呼
ば
れ
る
に
は
、

盤
町
に
高
級
で
あ
り
學
問
的
で
あ
る
。

　
第
一
の
問
題
、
郎
ち
封
建
制
度
の
本
質
の
問
題
は
、
本
書
第
一
章
に
於

い
て
販
扱
は
れ
て
る
る
（
一
…
一
四
頁
）
o
著
者
は
、
先
づ
8
a
毎
。
・
彰
な

る
用
語
の
解
融
樟
か
ら
始
め
て
、
団
・
7
貯
㌶
舘
益
の
定
義
を
聚
・
げ
、
西
儲
臥

に
見
ら
る
」
封
建
綱
度
に
二
つ
の
類
型
を
認
め
っ
」
、
更
に
進
ん
で
「
封

建
制
度
に
於
け
る
上
部
構
造
と
下
部
層
層
」
と
を
護
別
さ
れ
る
Q
既
の
部

分
は
、
本
書
全
篇
に
勤
す
る
序
論
で
あ
り
伏
線
で
あ
る
と
共
に
、
太
書
に

於
け
る
著
者
の
立
場
な
り
態
度
な
り
を
先
づ
表
明
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
い
。
ま
た
そ
れ
だ
け
に
、
木
書
の
含
む
諸
問
題
ほ
、
原
理
的
に
は
す
で

に
既
の
部
分
に
含
ま
れ
て
み
る
と
云
は
れ
る
こ
と
が
出
來
や
う
。

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介
．

　
こ
』
に
著
者
の
謂
は
れ
る
「
上
部
構
造
及
び
下
部
構
浩
と
は
、
唯
物
史

学
に
謂
ふ
そ
れ
ら
の
灘
念
に
密
接
な
關
係
を
有
す
る
と
す
る
も
、
そ
れ
ら

と
全
く
等
し
い
も
の
で
は
な
い
。
…
…
今
端
的
に
蓮
ぶ
る
な
ら
ば
、
こ
x

に
上
部
構
遙
と
は
、
從
來
一
般
理
髪
は
政
治
史
に
於
い
て
封
建
制
度
と
し

て
取
扱
は
れ
た
る
領
域
に
寒
し
、
下
部
構
造
と
は
、
纏
濟
史
に
於
い
て
蕪

園
二
度
と
し
て
取
扱
は
れ
た
る
領
域
に
濁
す
」
る
（
｝
三
一
一
四
頁
）
Q
印

ち
、
前
者
は
メ
イ
ト
ラ
ソ
ド
の
所
謂
ま
銭
鍮
。
・
壱
。
謎
砕
毎
。
酔
醇
。
で
あ
り
、

後
者
は
ア
ダ
ム
ス
の
謂
ふ
㊦
。
§
9
鉱
。
h
身
勢
房
一
訂
に
相
図
す
る
。
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

ど
も
、
嚴
密
な
意
昧
に
於
け
る
術
語
と
し
て
の
封
建
綱
疫
な
る
概
念
は
、

箪
に
前
者
を
の
み
そ
の
内
容
と
し
て
含
む
も
の
で
は
な
か
ら
5
か
。
既
の

…
賜
ム
ロ
、
ア
ダ
ム
ス
が
晶
馴
者
闘
畔
ち
政
治
的
一
封
建
制
度
（
℃
o
嵩
甑
。
鍮
鴨
。
【
包
鉦
凶
㎝
ヨ
）

を
以
て
固
有
な
る
封
建
欄
度
（
3
民
ρ
房
ヨ
箕
8
9
，
）
と
な
し
て
み
る
こ

と
は
、
吾
々
に
と
っ
て
示
．
唆
的
で
あ
る
。
尤
も
、
人
が
封
建
制
度
な
る
用

語
を
以
て
、
封
建
的
生
藻
方
法
（
α
一
〇
「
0
5
へ
川
9
一
①
　
男
H
・
○
自
涜
烈
砕
凹
O
口
ω
ノ
づ
O
叫
も
触
①
）
或

は
封
建
的
業
平
構
成
（
象
①
h
o
鼠
巴
①
Q
Φ
。
。
o
豪
。
】
一
拍
富
尾
・
三
（
け
ε
，
）
と
云
ふ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

如
き
場
合
の
封
建
と
同
意
義
に
解
す
る
な
ら
ば
、
問
題
は
鋼
で
あ
る
。
少
く

と
も
、
學
開
　
的
術
語
と
し
て
の
　
封
建
欄
聖
な
る
概
念
は
、
．
從
來
、
ア
ダ
ム
ス

の
所
謂
h
。
猛
〔
二
貯
ご
鷲
書
興
の
意
昧
に
於
い
て
解
せ
ら
れ
て
來
た
筈
で

・
あ
る
。
既
の
場
合
、
ア
ダ
ム
ス
の
云
ふ
　
o
o
9
§
嵐
o
h
窪
α
缶
三
民
は
、
ヨ

リ
廣
い
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
無
識
構
造
の
墓
．
底
的
意
解
係
を
意
昧
す

る
。
著
渚
は
、
本
書
二
四
六
頁
に
於
い
て
、
封
建
制
度
を
荘
園
親
織
と
岡

義
語
と
し
て
用
ひ
つ
」
フ
ラ
ン
ス
及
び
ド
イ
ツ
に
於
け
る
封
建
鋼
度
の
崩

壌
に
就
い
て
喜
べ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
此
の
部
分
な
ど
は
、
豊
代
の
野
分
の

鎮
二
十
二
巷
第
四
號
　
入
｝
三
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紹

介

問
題
と
關
澄
し
．
て
、
爾
吟
昧
さ
る
べ
き
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
み
る
と
思

は
れ
る
。

　
次
に
、
爾
鰍
の
封
建
調
度
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
「
類
型
」
の
問
題
で
あ
る

が
、
此
れ
に
善
し
て
勃
者
は
一
般
の
見
解
に
從
っ
て
、
「
英
國
型
」
と
「
ド

イ
ツ
或
は
フ
ラ
ン
ス
型
」
と
に
群
言
さ
れ
て
る
る
Q
雨
者
ぽ
、
「
強
力
な
る

申
央
彌
縫
の
下
に
統
一
せ
ら
れ
て
王
國
を
形
成
す
る
場
合
」
で
あ
り
、
後

渚
は
、
「
輩
な
る
諸
侯
の
領
地
の
聯
合
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
場
合
」
で
あ
る

（
六
頁
）
。
著
者
は
、
か
し
る
類
型
を
も
我
が
國
に
ま
で
適
柑
し
、
徳
川
幕

府
治
下
の
政
治
組
織
学
ち
所
千
尋
集
纏
的
封
建
制
度
」
が
イ
ギ
リ
ス
型
に
、

ま
た
徳
川
期
以
前
の
制
度
邸
ち
所
謂
「
分
橿
的
封
建
制
度
」
が
ド
ィ
ッ
或
は

フ
ラ
ン
ス
型
に
相
書
す
る
も
の
と
簡
箪
に
断
定
さ
れ
て
る
る
が
、
こ
x
に

も
問
題
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
9
も
し
假
り
に
我
が
閣
徳
川
期
の
封
建

欄
産
を
西
欧
糺
愈
の
書
展
過
程
の
一
段
階
に
比
定
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
む
し
ろ
絶
…
封
王
政
（
象
o
p
寓
。
冨
8
該
g
鎚
，
o
露
ρ
跨
欝
。
ζ
芭
碁
ω
）

治
下
の
制
度
の
一
ヅ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
解
繹
さ
る
べ
き
で
ほ
な
か

ら
う
か
。
そ
れ
は
、
よ
り
以
前
の
封
建
制
度
の
高
次
な
る
獲
展
段
階
、
乃

至
は
そ
れ
の
延
長
上
に
在
る
も
の
で
あ
る
。
既
の
場
合
問
題
と
な
る
の

は
、
類
型
的
異
岡
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
段
階
的
差
別
で
あ
ら
う
。
既

れ
に
反
し
て
、
「
英
亜
型
」
封
建
綱
度
と
「
ド
イ
ツ
或
は
フ
ラ
ン
ス
型
」
封
建

制
度
と
の
直
鍵
は
、
類
型
的
相
異
と
し
て
特
質
づ
け
ら
る
べ
き
竜
の
で
あ

る
。
爾
者
は
、
。
。
一
事
窪
二
曹
に
は
同
じ
場
灰
に
位
置
づ
け
ら
る
べ
く
、
賄

も
傍
熱
凱
。
げ
に
は
別
の
も
の
と
し
て
把
捉
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
更
に
著
者
は
、
既
の
二
類
型
の
中
何
れ
を
　
注
。
毎
｝
・
℃
蕊
と
な
し
得
る

第
二
十
二
巻
第
四
號
　
入
一
四

か
と
云
ふ
問
題
を
握
出
し
、
相
謝
立
す
る
二
つ
の
説
を
暴
げ
て
る
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
囲
か
に
「
ド
イ
ツ
型
」
を
以
て
包
傘
ξ
層
謎
と
な
す
べ
き
で

あ
ら
う
。
囚
〔
“
巳
α
q
9
昌
と
舅
2
脅
｝
響
髪
羨
と
は
、
本
來
矛
盾
概
念
で
あ

る
Q
岩
9
峯
唇
露
。
隷
。
α
巴
①
な
る
言
葉
が
一
の
8
簿
養
黛
。
q
o
一
鐸
騎
＆
ゆ
9
0

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
。
9
窪
9
節
銭
ヨ
張
芝
。
ξ
と
封
建
組
織
と
の
併
存
を

特
色
と
す
る
（
四
四
頁
）
イ
ギ
リ
ス
の
封
建
二
度
が
「
ド
イ
ツ
型
」
の
そ
れ
に

比
し
て
む
し
ろ
…
種
の
偏
向
と
し
て
即
題
さ
る
べ
き
こ
と
は
論
を
侯
た
な

い
。

　
さ
て
、
以
上
は
本
書
第
⊇
単
に
含
ま
れ
て
み
る
諸
悶
題
で
あ
る
が
、
斯
…

く
の
如
く
著
者
が
「
封
建
制
度
を
か
玉
る
二
方
面
・
二
構
造
に
醜
別
」
せ

ら
れ
、
且
つ
酋
鰍
の
封
建
湖
度
に
粗
異
な
れ
る
二
つ
の
「
類
型
し
を
認
め

ら
れ
る
立
場
に
よ
っ
て
、
本
書
全
騰
の
丙
容
と
構
成
と
が
規
定
さ
れ
て
る

る
。
第
三
章
に
於
い
て
は
先
づ
酉
欧
封
建
敵
會
の
一
般
的
夢
違
…
と
そ
の
構

造
（
身
分
的
及
び
階
級
的
）
が
論
ぜ
ら
れ
（
五
九
一
九
四
頁
）
、
次
い
で
「
上

部
構
造
に
於
け
る
諸
家
係
」
（
臣
從
蘭
係
・
土
地
保
有
繭
係
）
と
「
下
部
構

造
一
霊
園
組
織
」
と
が
夫
々
繋
駕
章
（
九
五
一
一
四
九
頁
）
と
第
五
章
（
一

五
〇
…
二
四
五
頁
）
と
に
分
っ
て
述
べ
ら
れ
て
み
る
Q
爾
も
そ
の
際
、
著

者
は
絶
え
ず
上
述
の
コ
一
類
無
し
を
甥
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス

封
建
欄
度
の
特
質
を
よ
り
明
瞭
に
刻
印
づ
け
る
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。

殊
に
、
第
五
章
の
第
四
簾
「
マ
ナ
ア
の
纏
濟
機
燃
W
」
の
終
り
に
附
せ
ら
れ

た
「
莫
園
蕪
園
纏
濟
組
織
の
…
特
癬
弧
」
な
る
一
項
は
、
最
後
の
第
六
章
「
蕪

園
組
加
綴
の
崩
比
し
（
要
説
）
（
二
四
六
一
二
六
一
　
貝
）
と
相
驕
香
し
て
、
簡
羅

で
は
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
に
以
れ
た
興
昧
深
い
一
節
で
あ

、
、

〈16S）



る
。
こ
瓦
に
問
題
と
な
っ
て
み
る
の
は
、
自
然
纏
濟
か
ら
貨
幣
心
立
へ
の

移
行
の
問
題
で
あ
っ
て
、
薪
者
は
ヅ
イ
ノ
グ
ラ
ド
フ
と
共
に
、
英
園
が

「
縷
濟
的
に
他
國
よ
り
完
全
に
一
世
紀
、
否
二
世
紀
先
ん
じ
」
て
「
十
三
世

紀
に
於
い
て
朗
に
自
然
纏
濟
か
ら
貨
幣
糎
濟
へ
獲
還
し
し
た
こ
と
の
「
直

接
の
原
因
」
を
、
英
國
封
建
制
度
の
特
質
纈
ち
強
大
な
集
簾
…
的
王
政
の
存

在
に
求
め
ら
れ
る
（
一
二
六
頁
）
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
夫
々
の
閣
の
封

建
綱
度
の
特
殊
性
と
そ
の
國
に
於
け
る
近
代
瀧
會
の
成
立
過
程
と
の
聞
に

存
す
る
本
質
的
な
三
七
の
一
側
爾
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
極
め
て
暗

示
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
部
分
で
あ
る
と
思
は
れ
る
Q
こ
れ
に
つ
け
て
も
、

貨
幣
脛
濟
の
護
展
に
俘
ふ
封
建
万
字
の
野
漆
の
研
究
が
、
「
、
後
面
に
期
し
」

て
（
序
、
三
頁
）
軍
に
要
領
の
紹
介
に
絡
っ
て
み
る
こ
と
は
、
我
々
讃
者
と

し
て
も
惜
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、
從
來
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
度
の
研
究
に
於
い
て
常
に
最
も
多
く
問

題
と
さ
れ
て
み
る
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
の
意
義
」
に
就
い
て
は
、
第
二
章
「
英

園
封
建
制
度
の
成
立
及
び
特
質
し
（
一
五
一
五
八
頁
）
が
こ
れ
を
極
め
て
明

快
に
解
明
し
て
み
る
Q
而
も
此
の
部
分
は
、
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
度
の
も
つ

特
殊
性
即
ち
そ
の
野
里
な
「
類
型
」
の
曲
っ
て
來
る
所
以
を
明
か
に
す
る
最

も
重
要
な
一
章
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
本
書
の
重
心
は
こ
」
に
か
Σ
つ
て
み

る
と
云
っ
て
も
差
支
な
か
ら
う
。
第
五
章
第
二
鱗
念
七
二
一
一
八
四
頁
）

に
於
け
る
、
マ
ル
ク
理
論
の
展
開
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
紹
介
の
部

分
と
共
に
、
熟
讃
さ
る
べ
き
部
分
で
あ
る
。

　
爾
、
巻
来
に
は
敵
交
及
び
邦
語
の
主
要
蓼
考
文
献
が
、
分
類
さ
れ
て
牧

め
ら
れ
て
る
る
Q
概
説
書
と
し
て
の
本
書
の
贋
値
を
更
に
塘
す
も
の
で
あ

Sn
耶ロ

介

ら
う
。
（
菊
版
二
七
二
頁
Q
大
阪
・
甲
文
堂
護
国
。
定
慣
武
麟
五
拾
銭
）
o

〔
中
山
）

○
Ω
＜
o
p
団
皿
o
≦
”
　
Q
①
ω
〇
三
2
μ
け
。
創
9
畠
⑦
¢
7

　
雛
O
プ
①
⇒
　
ピ
卿
串
q
≦
荒
畠
O
プ
餌
R
創
Φ
o
。
レ
西
洋
O
ご
｝
8
塁
．

　
此
の
書
の
由
來
は
編
者
蟹
憎
・
冒
葎
0
9
①
の
緒
…
言
に
明
ら
か
で
あ
る
。
翻
，

く
「
切
㊦
｝
o
著
に
依
っ
て
U
冨
讐
。
器
窪
ご
三
〇
筒
凶
剛
μ
山
2
0
畠
。
露
。
簿
〇
二
醇

審
三
。
，
畠
窪
H
費
凱
二
・
一
簿
切
。
ぎ
障
　
の
題
名
下
に
φ
§
¢
詳
か
ら
弱
〔
髪
醇
〒

ヴ
①
搾
。
冒
嶺
蒔
代
迄
の
ド
イ
ツ
農
業
史
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
新
膿
系

下
に
論
述
せ
ら
れ
し
麩
、
雄
闇
牟
に
し
て
、
千
九
百
二
十
七
年
十
月
二
十

七
日
途
に
七
十
歳
の
高
齢
を
以
て
こ
の
世
を
去
り
し
爲
、
未
完
の
ま
瓦
放

置
さ
れ
た
る
を
編
者
が
表
記
の
タ
イ
ト
ル
を
附
し
て
護
表
せ
ら
れ
し
物
で

あ
る
。

　
U
巽
q
。
須
皿
o
募
ω
露
霧
脅
m
鴛
桑
色
聾
①
嶺
等
に
於
て
、
零
度
史
家
と
し

て
の
非
凡
の
才
能
を
示
し
た
く
●
切
。
ゴ
く
の
こ
の
叢
稿
も
亦
農
業
更
と
は

云
へ
、
當
然
，
其
事
に
は
自
然
纏
濟
時
代
に
於
け
る
生
産
形
態
並
び
に
、

諸
制
度
の
分
析
に
、
誠
ひ
は
新
し
き
生
琵
方
法
の
上
に
某
々
付
け
ら
れ
た

政
治
酌
営
力
五
五
の
伸
張
過
程
の
検
討
に
得
意
の
論
争
を
振
っ
て
み
る
。

　
太
書
の
構
造
は
次
に
示
す
如
く
、
各
時
代
を
》
喫
舘
く
①
篤
器
切
［
琶
㈹
と
農

業
纒
螢
の
狡
術
的
側
画
と
の
二
方
面
か
ら
考
究
し
、
之
に
彼
猫
得
の
親
切

な
脚
註
が
附
せ
ら
れ
、
畳
書
、
抜
書
を
駅
戸
か
に
挿
入
し
て
讃
者
の
考
察
に

便
な
ら
し
め
て
あ
る
Q

　
次
に
各
章
に
就
い
て
簡
潔
な
紹
介
を
し
て
見
や
う
。

第
二
十
二
巷
箪
四
號
　

入
一
五

（169）


